
桜
井

神
社

桜
井

神
社

の
ま

つ
り

ば
や

し

桜
井

神
社

の
棒

の
手

古
 墳

　
愛

染
古

墳
　
古
墳
時
代
の
円
墳
で
墳
丘
の
東
側
が
大
き
く

削
ら
れ
て
い
ま
す
。
墳
頂
に
愛
染
明
王
を
祀

る
愛
染
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
明
治
24
年

（
18
91
）に
堂
を
こ
の
位
置
に
移
築
し
た
時
に
、

刀
剣
類
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

薬
師

堂
　

子
供

薬
師

　
昔
、
子
供
が
池
の
底
に
沈
ん
で
い
た
薬
師
如

来
を
見
つ
け
、
こ
こ
に
安
置
し
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
23
日
に
子
供
た
ち

が
境
内
に
集
ま
り
火
を
焚
い
て
通
夜
を
す
る
な

ら
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

古
 墳

　
堀

内
古

墳（
天

神
社

）（
市

指
定

）

　
直
径
23
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
で
す
。

天
然

記
念

物
　

堀
内

の
大

イ
チ

ョ
ウ

（
市

指
定

）

貝
 塚

　
堀

内
貝

塚
（

市
指

定
）

　
縄
文
時
代
晩
期
中
頃
の
規
模
の
小
さ
な
貝
塚

で
す
。
貝
層
は
今
で
は
国
内
で
は
見
ら
れ
な
い

ハ
イ
ガ
イ
を
中
心
に
長
さ
22
ｍ
、
幅
７
ｍ
、
厚

さ
最
大
1.1
ｍ
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
方
の
台
地
上
に
は
、
再
葬
墓
を
含
む
土
坑

墓
、
土
器
棺
墓
が
混
在
す
る
墓
域
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

社
 寺

　
円

光
寺

　
こ
の
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
円
光
寺（
安
藤
）順

正
は
、
三
河
一
向
一
揆
の
時
に
本
證
寺
の
空

誓
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
自
害
し
、
そ
の
武
勇

が
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
鼓
楼
が
印
象
的
な

城
郭
寺
院
で
す
。

社
 寺

　
菩

提
寺

　
桜
井
松
平
氏
の
菩
提
寺
で
す
。
桜
井
城
主
６

代（
信
定
－
清
定
－
家
次
－
忠
正
－
忠
吉
－
家

広
）の
墓
が
あ
り
ま
す
。

井
泉

跡
　

三
河

四
名

井
　
桜
井
戸
・
藤
井
戸
・
古
井
戸（
い
ず
れ
も
市

指
定
）と
西
尾
市
の
浅
井
戸
の
４
つ
は
、
三
河

の
四
名
井
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

井
戸
の
名
称
か
ら
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

桜
井

戸
跡

古
 墳

　
塚

越
古

墳（
願

力
寺

）（
市

指
定

）

　
北
の
塚
越
古
墳
か
ら
南
の
姫
小
川
古
墳
ま
で

古
墳
が
群
を
な
し
、
桜
井
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
前
方
後
円（
方
）墳
で
４
世
紀
後
半
の 、後

ｍ24
長

全
（。
す

ま
い

て
れ

ら
え

考
と

造
築 円
部
高
さ
５
ｍ
、
前
方
部
高
さ
３
ｍ
）

古
墳

・
墓

碑
　

山
伏

塚
及

び
野

田
家

墓
碑

（
山

伏
塚

古
墳

）（
市

指
定

）

　
桜
井
神
社
の
神
主
と
し
て
代
々
世
襲
し
て
き

た
野
田
家
の
墓
碑
と
、
初
代
山
伏
を
埋
葬
し
た

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
塚
が
あ
り
ま
す
。
塚
は
古

墳
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
墓
碑
は
慶
長
以
後
の
も

の
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
石
塔
の
変
遷
を
知
る

う
え
で
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

薬
師

堂
　

印
内

薬
師

　
薬
師
堂
の
中
に
は
桜
井
町
印
内
の
人
々
が
信

仰
し
て
い
る
木
造
薬
師
如
来
坐
像（
県
指
定
）が

安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時

代
末
期
の
作
で
、

元
は
桜
井
神
社

の
神
宮
寺
に
伝

え
ら
れ
た
も
の

で
市
内
最
古
の

木
造
彫
刻
で
す
。

伝
承

地
　

桜
井

町
棒

の
手

伝
承

地
（

市
指

定
）

　
桜
井
の
棒
の
手
の
祖
、
式
部
大
夫
と
い
う
武

士
が
桶
狭
間
の
戦
い
の
後
、
こ
の
地
に
落
ち
の

び
、
農
民
に
棒
の
手
を
伝
え
た
と
こ
ろ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

城
 址

　
桜

井
城

址
（

城
山

公
園

）
（

市
指

定
）

　
桜
井
城
は
安
城
城
主
２
代
松
平
長
忠
の
子
で

あ
る
信
定
に
与
え
ら
れ
、
桜
井
松
平
家
の
初
代

古
 墳

　
二

子
古

墳
（

国
指

定
）

　
こ
の
地
方
最
大
集
落
の
権
力
者
が
埋
葬
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
古
墳
で
、
桜
井
古
墳
群
の
代
表

的
存
在
で
す
。
こ
の
地
方
で
は
特
色
あ
る
前
方 約
さ
高
部
方
後
、
ｍ86

約
長
全
（。
す
で
墳
方
後 ７
ｍ
・
長
さ
36
ｍ
、
前
方
部
高
さ
約
４
ｍ
・
長

さ
約
32
ｍ
）

社
 寺

　
桜

井
神

社
（

三
河

三
白

山
/比

蘇
山

古
墳

）
境

内
地

・
本

殿
・

ク
ロ

マ
ツ

（
市

指
定

）

　
市
内
の
大
岡
白
山
神
社
、
上
条
白
山
媛
神

社
と
と
も
に
三
河
三
白
山
と
し
て
徳
川
家
の
崇

敬
が
厚
く
、
慶
長
19
年（
16
14
）に
社
領
50
石
が

寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
末
に
大
祭
が

行
わ
れ
、
桜
井
７
カ
村（
堀
内
・
印
内
・
中
開

道
・
下
谷
・
城
向
・
西
町
・
東
町
）と
城
山
が

社
 寺

誓
願

寺
伝

真
宗

墓
碑

伝
内

藤
重

清
・

清
長

墓
碑 （

市
指

定
）

（
市

指
定

）

　
誓
願
寺
は
、
境
内
の
周
辺
に
堀
や
土
塁
の
痕

跡
が
見
ら
れ
る
城
郭
寺
院
で
す
。

　
真
宗
墓
碑
は
、
天
文
４
年（
15
35
）と
文
禄
３

年（
15
94
）の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
文

言
等
か
ら
後
世
に
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
宝
筺
印
塔
は
、
家
康
や
そ
の
父
広

忠
の
時
代
に
松
平
家
臣
と
し
て
活
躍
し
た
内
藤

一
族
の
祖
と
さ
れ
る
内
藤
清
長
と
、
そ
の
祖
父

と
い
う
重
清
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

銘
文
は
後
世
に
刻
ま
れ
た
も
の
で
す
。

伝
承

地
　

藤
の

里
伝

承
地（

天
神

社
）（

市
指

定
）

　
藤
の
里
は
、
河
野
、
川
島
、
村
高
な
ど
の
地

域
を
指
し
た
と
い
う
志
貴
荘
藤
野
郷
に
由
来
し

ま
す
。

天
然

記
念

物
　

村
高

の
大

ク
ス

（
市

指
定

）

　
樹
齢
30
0
年
と
推
定
さ
れ
る
大
ク
ス
が
２
本
幹
を

寄
せ
合
う
よ
う
に
並
び
立
っ
て
い
ま
す
。

辨
財

天
　

桜
井

辨
財

天
　
弁
財
天
は
、
水
に
関
わ
る
福
徳
の
女
神
で
、

農
業
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
桜
井
神

社
の
境
内
西
側
に
あ
り
ま
す
。

遺
 跡

　
亀

塚
遺

跡
（

市
指

定
）

　
現
在
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

は
、
後
に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

「
人
面
文
壺
形
土
器（
国
指
定
）」
が
出
土
し
た

遺
跡
で
す
。
昭
和
52
年
の
出
土
時
は
16
個
の
破

片
で
、
整
理
中
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
面
文
壺
形
土
器
は
安
城
市
歴
史
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
 墳

　
獅

子
塚

古
墳

（
秋

葉
神

社
）

（
市

指
定

）

　
全
長
40
ｍ
前
後
の
前
方
後
円
墳
で
し
た
が
、

明
治
年
間
に
鹿
乗
川
の
堤
防
工
事
の
た
め
前
方

部
を
削
り
取
り
、
今
で
は
後
円
部
だ
け
が
残
っ

て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
獅
子
が
北
に
向
い
て
伏

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
獅
子
塚

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
下

　
姫

地
下

）
定

指
市

（ 

　
古
墳
時
代
後
期
の
墓
と
さ
れ
る
地
下
に
横
穴

を
掘
っ
た
も
の
で
す
。
中
世
墓
と
い
う
認
識
も

あ
り
ま
す
。

古
 墳

　
姫

塚
古

墳
（

市
指

定
）

　
一
辺
が
約
20
ｍ
の
方
形
に
見
え
ま
す
が
、
円

墳
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
高
さ
４
ｍ
で
、
墳

頂
に
は
後
世
に
姫
宮
墓
と
刻
ま
れ
た
宝
筺
印

塔
や
五
輪
塔
の
一
部
が
あ
り
ま
す
。

古
 墳

 　
姫

小
川

古
墳

（
浅

間
神

社
）

（
国

指
定

）

　
碧
海
台
地
の
端
に
位
置
す
る
前
方
後
円
墳
で

す
。
古
墳
時
代
前
期
の
も
の
で
、
墳
丘
の
後
円

部
が
前
方
部
よ
り
も
極
端
に
高
く
大
き
い
の
が

特
徴
で
す
。（
全
長
約
66
ｍ
、前
方
部
高
さ
4.5

ｍ
・
幅
31
.5
ｍ
、
後
円
部
高
さ
９
ｍ
・
径
39
ｍ
）

持
ち
回
り
で
神
楽
を
奉
納
し
ま
す
。
桜
井
神
社

は
毎
年
違
う
神
楽
を
奉
納
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
囃
子（
市
指
定
）や
棒
の
手

（
県
指
定
）も
披
露
さ
れ
ま
す
。

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
代
家
広
が
家
康

の
関
東
移
封
に
伴
い
１
万
石
を
賜
り
武
蔵
松
山

城
主
と
な
っ
た
た
め
、
約
70
年
で
廃
城
と
な
り

ま
し
た
。

　
公
園
西
隣
に
は
、
６
基
の
歴
代
城
主
の
墓
標

が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
 墳

　
碧

海
山

古
墳

（
市

指
定

）

桜
井

保
育

園

城安新至

屋古名至

線尾西鉄名

東
海

道
新

幹
線

橋豊至

尾西至

安
 城 歴
史
の
散
歩
道

～
 桜

井
古

墳
群

と
三

河
一

向
一

揆
め

ぐ
り

 ～

至
名

古
屋

至
豊

橋

川
島

町

美
矢

井
橋

西

東
海

道
新

幹
線

　
直
径
約
24
ｍ
の
円
墳
で
す
。

　
胸
高
囲
3.2
m
、

根
囲
４
m
、樹
高

30
m
、
推
定
樹

齢
30
0年
で
す
。

本
樹
は
雌
株
で

秋
に
は
た
くさ
ん

銀
杏
を
つ
け
ま

す
。

名
鉄
堀
内
公
園
駅
発
…
3
時
間
コ
ー
ス

桜
林

小
学

校
西

伝
真

宗
墓

碑
伝

内
藤

重
清

墓
碑

伝
内

藤
清

長
墓

碑

が
ん

り
き

じ

で
ん
し
ん
し
ゅ
う
ぼ

ひ

で
ん
な
い
と
う
し
げ
き
よ

き
よ
な
が

ぼ
ひ



三
河
一
向
一
揆

　
永
禄
６
年（
15
63
）９
月
、
家
康
の
兵
糧
米
の

徴
発
に
端
を
発
し
、
本
願
寺
派
寺
院
と
の
間

の
勢
力
均
衡
が
崩
れ
、
不
入
権
を
主
張
す
る

寺
院（
本
宗
寺
、
勝
鬘
寺
、
上
宮
寺
、
本
證
寺
）

と
領
国
内
に
支
配
の
及
ば
な
い
こ
と
を
不
服
と

す
る
家
康
と
の
間
に
対
立
が
深
ま
り
、
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
は
家
康
に
と
っ
て
配
下
の
家
臣
に
本

願
寺
派
門
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
苦
し
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
勝
敗
を
決
す
る
よ
う
な
戦
の
な
い
う

ち
に
、
門
徒
武
士
の
中
か
ら
帰
順
す
る
も
の
が

あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
永
禄
７
年（
15
64
）

に
和
議
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
家
康
は
三
か
寺
に
改
宗
を

強
要
し
、
三
か
寺
も
こ
れ
に
反
対
し
た
た
め
、

家
康
の
思
惑
通
り
と
な
り
、
寺
は
破
却
さ
れ
ま

し
た
。
20
年
後
の
天
正
11
年（
15
83
）1
2月
に
石

川
妙
春
尼
の
請
い
で
赦
免
さ
れ
、
再
興
を
は
た

し
ま
し
た
。

社
 寺
　

本
證

寺
境

内
（

国
指

定
）、

本
堂

・
イ

ブ
キ

（
県

指
定

）
鼓

楼
・

鐘
楼

・
経

蔵
・

裏
門

（
市

指
定

）
　
鎌
倉
時
代
、
慶
円
上
人
が
創
建
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
崎
市
の
上
宮
寺
、
勝
鬘
寺

と
と
も
に
三
河
三
か
寺
と
し
て
知
ら
れ
、
三
河

一
向
一
揆
の
時
に
は
、家
康
と
敵
対
し
ま
し
た
。

　
内
堀
と
外
堀
を
二
重
に
め
ぐ
ら
し
、
土
塁
を

築
き
、
鼓
楼
を
配
し
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
貴

重
な
城
郭
寺
院
で
す
。
そ
の
他
、
聖
徳
太
子
絵

伝（
重
文
）な
ど
数
多
く
の
文
化
財
を
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

墓
碑

・
古

墳
　

順
正

の
墓

（
加

美
古

墳
）

　
三
河
一
向
一
揆
の
頃
、
家
康
と
鷲
塚
・
野
寺

勢
の
争
い
の
時
に
、
円
光
寺（
安
藤
）順
正
が
野

寺
の
総
大
将
本
證
寺
空
誓
の
身
代
わ
り
に
な
っ

て
果
て
た
と
こ
ろ
で
す
。
加
美
古
墳
の
墳
頂
に

は
、
悪
魔
や
疫
病
神
を
防
ぐ
た
め
に
安
置
さ
れ

た
こ
の
地
方
で
最
も
古
い
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
右
隣
に
あ
る
の
が
順
正
の
墓
で
す
。

城
 址
　

小
志

茂
川

城
　
石
川
氏
３
代（
政
康
－
康
長
－
春
重
）の
館
跡

で
、
本
城
公
園
の
東
側
一
帯
に
あ
り
ま
し
た
。

社
 寺

　
蓮

泉
寺

　
開
祖
と
し
て
石
川
政
康
の
４
男
康
頼（
僧
名

明
了
）の
肖
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
川
氏

は
徳
川
家
康
の
家
臣
の
石
川
数
正
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
安
城
松
平
歴
代
の
有
力
家
臣
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
明
治
４
年（
18
71
）、
明
治
政
府
の
神
仏
分
離

令
に
よ
り
寺
院
の
統
合
を
強
行
し
よ
う
と
す
る

菊
間
藩
大
浜
出
張
所
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
蓮

泉
寺
の
石
川
台
嶺
ら
三
河
護
法
有
志
会
の
間
で

鷲
塚
に
お
い
て
事
件
が
起
き（
大
浜
騒
動
・
鷲

塚
騒
動
）、
台
嶺
は
死
刑
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
着
て
い
た
衣
は
、
現
在
も
本
堂
に
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

墓
 碑

　
護

法
有

志
の

墓
（

市
指

定
）

　
大
浜
騒
動
で
の
殉
教
者
の
墓
碑
で
す
。

城
 址

　
岩

根
城

址
（

市
指

定
）

　
鎌
倉
時
代
に
加
藤
正
成
が
関
東
か
ら
移
住

し
、
築
城
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
東
西
約

14
0
ｍ
、
南
北
約
16
0
ｍ
の
規
模
を
も
つ
こ
の

地
方
で
は
大
き
な
方
形
単
郭
の
城
館
で
す
。
江

戸
時
代
ま
で
は
、
堀
と
土
塁
が
残
っ
て
い
た
と

さ
れ
、
現
在

で
は
南
の
大

手
口
に
あ
た

る
所
か
ら
城

内
に
至
る
鍵

の
手
状
に
曲

が
る
旧
道
が

み
ら
れ
ま
す
。

廃
寺

跡
　
寺

領
廃

寺
跡

（
松

韻
寺

・
素

盞
鳴

神
社

）（
市

指
定

）

社
 寺

　
神

明
社

・
小

河
天

神
社

　
こ
の
神
社
は
、
神
明
社
と
小
河
天
神
社
が
合

わ
せ
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
、
天
照
大

神
、
小
河
天
神
、
擧
田
別
命
の
三
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

城
 址

　
木

戸
城

址（
春

日
神

社
）

（
市

指
定

）

　
神
社
境
内
の
東
の
入
口
に
土
塁
、
本
殿
裏
に

堀
が
残
っ
て
い
ま
す
。
安
城
城
に
入
っ
た
松
平

信
光
の
命
令
に
よ
り
、
古
参
家
臣
で
あ
っ
た
成

瀬
直
庸
に
築
城
さ
せ
た
伝
承
が
あ
り
ま
す
が
、

史
実
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
15
世
紀
後
半
の
短
期
間
に
存
在
し
た
城
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

城
 址

　
藤

井
城

址
（

市
指

定
）

　
松
平
利
長（
２
代
安
城
城
主
松
平
長
忠
の
５

男
）を
初
代
と
す
る
「
藤
井
松
平
氏
」
の
一
拠

点
で
す
。

　
一
族
は
本
家
筋
の
安
城
松
平
氏
に
よ
く
仕

え
、
利
長
の
子
信
一
は
家
康
の
信
頼
も
厚
く
、

関
東
移
封
に
と
も
な
い
栃
木
県
の
布
川
に
５
千

石
の
領
地
を
得
ま
し
た
。
城
は
い
つ
し
か
石
碑

を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

本
證

寺
本

堂

講
堂

跡（
観

音
堂

）

東
塔

跡

鼓
楼

と
内

堀

　
東
西
10
0
ｍ
、南
北
18
0
ｍ
の
寺
域
を
も
つ
、

奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
古
代
寺
院
跡
で
す
。

金
堂
跡
は
素
盞
鳴
神
社
、
講
堂
跡
は
観
音
堂
周

辺
に
あ
り
、
東
塔
跡
は
神
社
の
東
の
田
畑
の
一

角
に
あ
り
ま
す
。
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開

館
時

間
A

M
9
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～
P

M
5

:0
0

（
入

館
時

間
P

M
4

:3
0

ま
で

）

■
休

 館
 日

毎
週

月
曜

日（
祝

日
の

場
合

は
開

館
）

年
末

・
年

始
（

1
2

/2
8

～
1

/4
）

■
歴

史
博

物
館

観
覧

料
【

常
設

展
】

　【特
別

展
】

一
般

：
4

0
0

円
程

度
㊟

常
設

展
も

観
覧

可
。

　
　

　
　

  ※
中

学
生

以
下

は
無

料
。

 　
　

　
　

 ※
団

体（
2

0
人

以
上

）、
　

 　
　

　
　

  障
害

者
は

割
引

有
り

。

一
般

：
2

0
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愛
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県
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地
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史
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物
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 TEL 0566-77-6655 FAX 0566-77-6600
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セ
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タ
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 TEL 0566-77-4490 FAX 0566-77-6600
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w
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祥
文
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の
さ
と

大
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町
荒
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1
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,0
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)

南
桜

井
駅

歴
史
の
散
歩
道

桜
井
古
墳
群
と
三
河
一
向
一
揆
め
ぐ
り

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

※
掲

載
さ

れ
て

い
る

文
化

財
の

中
に

は
、個

人
所

有
の

も
の

が
あ

り
、生

活
の

場
で

も
あ

り
ま

す
。見

学
の

際
に

は
所

有
者

に
承

諾
を

得
た

り
、ご

み
は

持
ち

帰
る

な
ど

マ
ナ

ー
を

守
る

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

跡


